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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

下甲退休原第
１遺跡

集落 旧石器時代 石器ブロック 台形石器、小石
刃

縄文時代 集石土坑、落と
し穴

縄文土器、石器

弥生時代 竪穴建物跡、土
坑

弥生土器

要約

　下甲退休原第１遺跡では、旧石器時代から弥生時代にかけての遺構、遺物を検出し
た。
　旧石器時代では、AT火山灰下の白色ローム中から約35,000年前の石器ブロックを検
出し、県内で最古の旧石器遺跡であることが判明した（下層）。ソフトローム上部から
漸移層にかけてからは、小石刃を主体とする石器群が出土した（上層）。
　縄文時代では、早期の集石土坑の他、後期から晩期にかけての落とし穴群を検出し
た。
　弥生時代では、後期の竪穴建物跡やそれに付属する貯蔵穴・土坑を検出した。
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